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概要

IMA® (Institute of Management Accountants：米国管理会計士協会) は、は管理会計の専門職の推進に焦点を当てている機関のなかでも最大規模で最も信頼を
受ける機関の一つです。国際的には調査・研究、U.S. CMA (米国公認管理会計士) 、CSCA (戦略および競合分析の認定) プログラム、継続教育コース、ネットワーキン
グ、およびビジネスにおけるベストプラクティスの推奨などを通して支援しています。またIMAは、150ヶ国におよそ14万人の会員から構成される国際的ネットワー
ク、350以上のプロフェッショナルおよび学生支部を有しています。

IMAは、管理会計専門家の知識、スキル、および能力をサポートするために、独自の管理会計コンピテンシーフレームワークを作成し、継続的に更新しています。本コ
ンピテンシー・フレームワークは、今日の管理会計担当者に求められる6つのドメイン、すなわち戦略、計画立案および業績、報告およびコントロール、ビジネスの洞
察および業務知識、テクノロジーおよび分析法、リーダーシップ、そして専門家にふさわしい倫理観と価値観におけるコンピテンシーを含んでいます。各スキルの領
域は、具体的な知識およびスキルから構成されており、Limited Knowledge(知識やスキルが限られている) から最上位のExpert(エキスパート)に至るように体系化さ
れています。

2020年にIMA東京支部の支部長として長年貢献された清水孝先生を中心とする4名の東京支部会員によって、本コンピテンシー・フレームワークの日本語への翻訳
が行われました。しかし、コロナ渦によって正式な発表が今日まで延期されざるを得ませんでした。2022年にIMA東京支部とIMA西日本支部が合流し、新たにIMA日
本支部が生まれました。今回、IMA日本支部は本コンピテンシー・フレームワークの日本語版を正式に発表します。 

IMA本部を代表して、日本語版を翻訳された以下の方々に多大なる感謝を表明いたします。
清水孝先生 (早稲田大学会計大学院教授)、町田遼太先生 (東京都立大学助教)、池側千絵先生 (ストラットコンサルティング株式会社代表取締役、慶応大学経営大学
院講師)、 および 石橋善一郎 (LEC 会計大学院特任教授、千葉商科大学会計大学院・中央大学経営大学院客員教授)

Nina Michels-Kim, CMA (U.S.), CSCA
Director of Partnerships, Japan and Korea	
IMA® (Institute of Management Accountants)

Zenichiro Ishibashi, CMA (U.S.), CFM, CSCA
President
IMA Japan Chapter
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イントロダクション：IMA管理会計コンピテンシー・フレームワーク

管理会計は、組織内で働くファイナンスの専門家および会計の専門
家の両方を包含する専門職である。その役割は、経営における意思
決定においてビジネス・パートナーの役割を担い、計画と業績管理
システムを開発し、組織の戦略を策定して実行するための財務報告
および統制において専門的能力を提供することにある。
 
テクノロジーは、管理会計担当者の役割を再定義し、同時に事業の
展望や管理会計の専門能力を前例のない速さで変化させている。
変化し続けるビジネス環境およびテクノロジーの進歩と歩調を合
わせるために、IMAは、今後の管理会計担当者に必要となる能力を
分析し、管理会計コンピテンシー・フレームワークを開発した。
 
本フレームワークでは、ファイナンスの専門家および会計の専門家
がデジタル時代にあってもその適切性を維持し、現在および将来
の役割を有効に果たすために求められるコアとなる知識、スキル
および能力について６つの領域がされている。本フレームワーク
および関連資料は、管理会計の専門的能力の領域内でのスキルの
評価、キャリア開発およびタレント・マネジメントに関する指針を提
供する。
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ドメイン別コンピテンシ—(1)

ドメイン

コンピテンシー

このコンピテンシーは，将来を見
通し，戦略計画策定プロセスを導
き，意思決定の指針となり，リスク
を管理し，業績をモニターするた
めに求められる。

このコンピテンシーは，適切な
基準あるいは規制に従って組
織の業績を測定し報告するた
めに求められる。

•	 戦略計画および戦術計画
•	 意思決定分析
•	 戦略的原価管理
•	 資本投資の意思決定
•	 ERM(企業リスク・マネジメント)
•	 予算管理および予測の実施
•	 コーポレート・ファイナンス
•	 業績管理

•	 内部統制
•	 経理・記帳業務
•	 原価計算
•	 財務諸表作成
•	 財務諸表分析
•	 タックス・コンプライア

ンスと税務計画
•	 統合報告

このコンピテンシーは，組織全般の
業務変革において，機能横断的な
ビジネス・パートナーとして貢献す
るために求められる。

•	 業界特有の知識
•	 業務知識
•	 品質管理および継続的改善
•	 プロジェクト・マネジメント
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ドメイン別コンピテンシ—(2)

このコンピテンシーは，持続可能な
ビジネス・モデルにとってきわめて
重要な，専門家にふさわしい価値
観，倫理的態度および法律遵守を
証明するために求められる。

このコンピテンシーは，組織目
標の達成に向けて，他者と協
働し，チームを啓発するために
求められる。

•	 コミュニケーション・スキル
•	 他者を動機づけて啓発する
•	 協働，チームワークおよび顧客との

良い関係のマネジメント
•	 変革のためのマネジメント(チェン

ジ・マネジメント)
•	 コンフリクト（対立）・マネジメント
•	 交渉
•	 タレント・マネジメント

•	 専門家にふさわしい倫理的行動
•	 非倫理的行動の認識と解決
•	 法律条件および規制条件

このコンピテンシーは，組織の成
功可能性を高めるため，テクノロ
ジーを管理し，データを分析する
ために求められる。

•	 情報システム
•	 データ・ガバナンス
•	 データ分析法
•	 データの視覚化

ドメイン

コンピテンシー
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本コンピテンシーのU.S. CMA試験との対比表
以下の表は，ファイナンスおよび会計の専門家にとって，IMAのコンピテンシー・フレームワークの中で具体化された知識とU.S. CMA試験の内容を対比するものであ
る。

戦略，計画立案
および業績

報告とコントロール

テクノロジーおよび
データ分析法

* Part 1: Financial Planning, Performance, and Analytics  |  Part 2: Strategic Financial Management 

• Strategic and Tactical Planning..................................Part 1
• Decision Analysis.......................................................Part 2
• Strategic Cost Management......................................Part 1
• Capital Investment Decisions....................................Part 2
• Enterprise Risk Management.....................................Part 2 
• Budgeting and Forecasting.......................................Part 1 
• Corporate Finance.....................................................Part 2
• Performance Management........................................Part 1

• Internal Control..........................................................Part 1 
• Financial Recordkeeping...........................................Part 1
• Cost Accounting........................................................Part 1
• Financial Statement Preparation................................Part 1
• Financial Statement Analysis.....................................Part 2
• Tax Compliance and Planning......................................N/A
• Integrated Reporting.................................................Part 1

• Information Systems..................................................Part 1 
• Data Governance.......................................................Part 1
• Data Analytics............................................................Part 1
• Data Visualization......................................................Part 1

ビジネスの洞察力
および業務知識

リーダーシップ

専門家にふさわしい
倫理観と価値観

• Communication Skills................................................... N/A
• Motivating and Inspiring Others................................... N/A
• �Collaboration, Teamwork, and  

Relationship Management............................................ N/A
• Change Management................................................... N/A
• Conflict Management................................................... N/A
• Negotiation.................................................................. N/A
• Talent Management...................................................... N/A

• Industry-Specific Knowledge........................................ N/A
• Operational Knowledge............................................... N/A
• �Quality Management and  

Continuous Improvement.......................................... Part 1
• Project Management.................................................... N/A

• Professional Ethical Behavior..................................... Part 2
• Recognizing and Resolving Unethical Behavior........ Part 2
• Legal and Regulatory Requirements............................ N/A

Domain CMA Exam*Competencies Domain CMA Exam*Competencies
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ドメイン毎の学習用参考文献

思考力をもったリーダーシップ調査，論文，オンラインセミナー，オンライン学習コースおよび職に就きながら学べるコンテンツを含
む，学習リソースのすべてのリストを見るには，CareerDriver® at www.myima.org/careerdriverを参照されたい。

IMA Strategy and Competitive Analysis Learning 
Series® (Online Courses)
IMA’s FP&A Certificate Series (Online Courses) 
COSO ERM Certificate Program (Online Courses  
and Live Workshops)
Strategic Management Webinar Series 
IMA Thought Leadership (Research)
Strategic Finance Strategic Management column  
and other articles
Management Accounting Quarterly (Online Journal)
Count Me In® (Podcast)

IMA Data Analytics & Visualization Fundamentals 
Certificate® (Online Course)
IMA’s RPA Series (Online Courses)
Blockchain 101 by IMA, Cybersecurity, Excel Analytics, 
and other topics (Online Courses)
Inside Talk and Tech Talk Webinar Series
IMA Thought Leadership (Research) 
Strategic Finance Technology columns and  
other articles 
Count Me In® (Podcast)

Sustainable Business Information and Management 
Certificate Series (Online Courses)  
COSO Internal Control Certificate Program (Online 
Courses and Live Workshops)
U.S. GAAP vs. IFRS (Online Courses)
Inside Talk (Webinars)
Statements on Management Accounting 
Strategic Finance Financial Reporting column and 
other articles
Management Accounting Quarterly (Online Journal)
Count Me In® (Podcast)

IMA Statement of Ethical Professional Practice
IMA Ethics Series (Online Courses and Live Workshops)
Ethics in the Digital Age (Online Course)
Statements on Management Accounting
IMA Educational Case Journal (IECJ®) (Online Journal)
Strategic Finance Ethics column and other articles
Count Me In® (Podcast)

IMA’s Diversity, Equity, and Inclusion Certificate Series 
(Online Courses)
IMA’s Leadership Academy (Webinars and Live 
Workshops)
Emotional Intelligence, Storytelling, Embracing 
Change, and other topics (Online Courses)
IMA CPEdge® (Online Subscription Package)
Statements on Management Accounting
IMA C-suite reports
Strategic Finance Leadership column and other articles
Management Accounting Quarterly (Online Journal)
Count Me In® (Podcast)

IMA Agile & Scrum Series (Online Courses)
Statements on Management Accounting 
IMA Thought Leadership (Research) 
Strategic Finance articles
Management Accounting Quarterly (Online Journal)
Count Me In® (Podcast)



IMA 管理会計コンピテンシーフレームワーク

戦略，計画立案および業績
このコンピテンシーは，将来を見通し，戦略計画策定プロセスを導き，意思決定

の指針となり， リスクを管理し，業績をモニターする目的で求められる。
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EXPERTSKILLEDAPPLIED
KNOWLEDGE

BASIC
KNOWLEDGE

LIMITED 
KNOWLEDGE

戦略計画および戦術計画
重要な事業の要素を検討し， 戦略および業務計画の策定・立案と実行を通じて価値を生み出す

•	 戦略計画および戦術計画
に関する知識，スキルおよ
び経験が限られている

•	 個人の目標達成がどのように
組織の戦略達成に貢献するの
かを理解している 

•	 戦略計画プロセスに必要な分
析を実行する 

•	 組織を長期的な視点で考え
ることの価値と重要性を認識
している 

•	 組織のミッション，ビジョン，お
よびコア・バリューと整合する
戦略を実行することの重要性
を理解する

•	 戦略と結びついた年次／短期
の部門目標を遂行する 

•	 戦術が組織全体の戦略とどの
ように結びついているかを説
明する 

•	 戦略を成功裏に遂行するた
めに不可欠な重要成功要因
(CSFs)と関連するKPIsを認識
している 

•	 組織の戦略を効果的に伝える 

•	 ビジネスの意思決定をする際，
なにが希少資源であり，どのよ
うなトレード・オフが必然的に発
生するか考察することができる

•	 組織が直面する強み・弱み・機
会・脅威(SWOT)を評価する(たと
えばPESTEL(政治的要因・経済
的要因・社会的要因・技術的要
因・自然環境要因・法規制要因)) 

•	 ポーターのファイブ・フォースやシ
ナリオ・プランニングといった産
業分析技術を用いて，戦略的課題
および競争優位に立つためのド
ライバーを認識する 

•	 企業の社会的責任(CSR)および
環境目標を実現するための革新
的なプログラムやプロセスを導
入する 

•	 戦略的機会を認識するために，ビ
ジネス・インテリジェンスを用いる 

•	 資源配分を含む戦略実行のため
のアクション・プランを管理し，一
方で長期的な戦略と短期的な目
標のバランスをとる 

•	 戦略/組織ギャップと，合意できて
いない課題を認識し，伝える 

•	 バリューチェーンに対する戦略的
意思決定の影響を評価する

•	 複数のビジネス環境において戦略計画
を策定した経験を最大限に活用し， 

•	 特定の状況において競争優位性を持続
するために重要なドライバーを見つける 

•	 イノベーションを効果的に実現するため
に，戦略的ガバナンス・プロセスおよび
計測方法を開発する 

•	 組織の持続可能な価値創造モデルを定
義し，イノベーションを起こさせる 

•	 組織にとって最適な戦略を策定する際，
複雑な環境下で何をトレード・オフする
かを決めるために， (たとえば，資源，
資本，技術，能力) ，補完的なものを見
つけたり，競合しているものを統合した
りする 

•	 組織の競争優位を強めるCSR戦略およ
び持続可能な環境戦略を押し進める 

•	 さまざまなデータソースを利用し，自社
が何で勝っているかを認識し，競合他社
の行動を予測し，コンティンジェンシー・
プランを押し進める 

•	 ビジョン，戦略，および実行計画を効果
的に組織内部および外部に伝達し，支
援と応諾を得る 

•	 戦略の開発のために新しい方法やアプ
ローチ(たとえば，シナリオ・プランニング
およびウォー・ゲーム)を提案する
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EXPERTSKILLEDAPPLIED
KNOWLEDGE

BASIC
KNOWLEDGE

LIMITED 
KNOWLEDGE

意思決定分析
分析技術を用いて意思決定のための代替案を検討し提案する

•	 意思決定に関して知識が限られ
ている

•	 意思決定支援ツール(たとえば損
益分岐点分析や正味現在価値 
など)の基本的なものやそれを使
う目的を理解している  

•	 リサーチ・スキルを持つ

•	 製品開発・改良に関わる意 
思決定を支援するための 
CVP(損益分岐点)分析を行う 

•	 自製か外注か，リースか所 
有か，販売か追加加工かと 
いった意思決定のための 
データを評価する 

•	 シナリオ分析を実行する 

•	 エビデンスに基づいた意思決 
定を行うために，客観的な視 
点で分析し，思考を統合し， 
評価するクリティカル・シンキ 
ングを行う

•	 非ルーティン的なプロジェクト 
(たとえば特注品の受注，外注， 
ビジネス・セグメント)を評価を 
する 

•	 組織の戦略目標達成を支援 
するために，最良の代替案を 
選択する最も重要なな規準を
決める 

•	 組織内外のデータを用いて，収
益を上げる可能性のある施策を
評価する 

•	 戦略的意思決定を行う際，環境
要素(たとえば政治的，規制的， 
市場)および社会的要素を評価 
し考慮に入れる

•	 リスクが大きく，不透明で，戦 
略の遂行に重大な影響を与え 
る複雑な意思決定について 
リーダーの役割を果たす 

•	 意思決定のフレームワークを開 
発する　(たとえば，当社が置か
れたさまざまな状況において用
いるべき特有の意思決定支援 
方法など) 

•	 難しい意思決定をする際に，革 
新的な方法を用いる（モンテカ 
ルロ法あるいはリアル・オプョン） 

•	 経理財務部門以外に属する 
マネジャーに財務的な意思決 
定支援のための情報を提供 
する際に，業務実施にきちん 
と関連付けた収益・費用の財 
務モデルを作成する
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EXPERTSKILLEDAPPLIED
KNOWLEDGE

BASIC
KNOWLEDGE

LIMITED 
KNOWLEDGE

戦略的原価管理
組織の意思決定の質を高めるために，コスト・ドライバーを認識し，原価モデルの構築を行う

•	 戦略的原価管理の概念に関す 
る経験が限られている

•	 基礎的な原価概念を理解して
いる 

•	 在庫水準を最適化するための 
在庫管理ツールを利用する

•	 キャパシティ（生産能力）の計 
画策定，キャパシティ活用，そ 
して原価計算のツールと技術
の利用 

•	 バリューチェーン全体にわたる 
原価を分析し，費用を最適化し 
たグローバル調達に関する意 
思決定を支援する 

•	 顧客の収益性を改善するために
原価をトレース・分析する 

•	 バリューチェーン全体を通じて 
原価をトレースすることで，製 
品およびサービスの収益性を 
分析する 

•	 製品およびサービスの収益 
性予測の際，ライフサイク 
ル・コストを考慮にいれる 

•	 種々の原価計算の方法論(た 
とえば，標準原価計算，活動 
基準原価計算（ABC)，スルー 
プット原価計算)を用いた原価 
計算を行う 

•	 特注品に関する増分原価分 
析を含む基礎的な製品およ 
びサービスの原価計算を実 
行する

•	 基礎的な原価計算より高度な 
管理的原価計算モデルおよび 
プロセスを実施して意思決定 
支援を改善する 

•	 所与のビジネス環境において 
用いるべき適切な原価計算 
アプローチを提案する 

•	 遊休および過剰キャパシティ 
を考えながら，事業計画を支 
援するために最適なキャパシ 
ティの利用に関する分析を行 
い，提案する 

•	 活動の因果関係を確認し， 
資源管理技術，リーンおよ 
びアジャイル(俊敏な)原則， 
そしてその他のバリュー 
チェーン改善方法を用い 
て業務を最適化する 

•	 バリューチェーン全体の業 
務分析および原価分析に 
基づいて最適な調達方法 
を決定する

•	 洗練された原価管理技術(た 
とえば，活動基準原価計算， 
制約理論，資源消費会計)を 
実行する 

•	 管理的な原価計算の知識，モデ
ル，分析論を最大限に活用し， 
長期的な戦略の一部として原価
低減戦略／戦術を提案する 

•	 組織のバリューチェーン全体 
に対して，因果関係を用いた 
意思決定志向の管理会計の 
ための原価計算モデルおよび 
戦略的原価管理を展開する 

•	 意思決定を支援するための管理
会計のための原価計算と外部報
告用の原価計算の差を理解し説
明する
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EXPERTSKILLEDAPPLIED
KNOWLEDGE

BASIC
KNOWLEDGE

LIMITED 
KNOWLEDGE

資本投資の意思決定
定量的および定性的な技術を用いて長期投資の代替案を分析し，提案する

•	 資本投資の意思決定に関す 
る経験が限られている

•	 基礎的な投資の意思決定に関 
する用語と技術を認識し，意思 
決定の支援にそれらを使用する 
(たとえば，正味現在価値 
(NPV) ,内部利益率（IRR))

•	 一般的な定量的技術(たとえば，
正味現在価値，内部利益率)用い
て資本投資プロジェクトを価 
する 

•	 投資の意思決定に影響を与 
える非定量的要素(たとえば， 
社会，安全，モラル，感覚的 
要素)を認識する 

•	 資本予算の意思決定に関す 
る関連キャッシュ・フローを評 
価し，将来の資本利益率を 
推定する 

•	 資本支出計画を準備し，資金調
達をする

•	 感度分析を用いて代替案のシ 
ナリオを評価する 

•	 M&Aおよび事業売却の機会 
に定量的および定性的デー 
タを分析する 

•	 資本コストのハードル・レートや
WACC(加重平均資本コスト)を
計算する 

•	 将来の機会や選択を認識し計算
する(リアル・オプション)

•	 定量的および定性的要因分析に
基づき，新規のビジネス・ベン 
チャーの可能性(たとえば，新製
品，新サービス，新市場)を提案
する 

•	 複雑な取引を伴うM&A分析を実
施し，管理者や取締役会に案 
する
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EXPERTSKILLEDAPPLIED
KNOWLEDGE

BASIC
KNOWLEDGE

LIMITED 
KNOWLEDGE

エンタープライズ・リスク・マネジメント(ERM)
組織内にあるリスクを認識し，評価し，管理する

•	 ERMに関する知識が限られ 
ている

•	 組織のリスク・マネジメントにす 
る必要性を理解し内部統制との
関係性を示す

•	 組織内のリスクの種類を認識し 
ている(たとえば，財務リスク， 
競争的リスク，風評リスク) 

•	 業務リスク(たとえば内部プロセ 
ス，従業員，システムあるいは法 
律，不正，セキュリティなどの外 
部要因)を分析し，緩和戦略を実
行する 

•	 財務リスク(たとえば，金利リス 
ク，信用リスク，為替リスク，資 
本構造リスク)を分析し，緩和 
戦略を実行する 

•	 保険可能なリスクに関して契 
約関係，政策，および填補範 
囲を管理する 

•	 リスクと機会を認識して定量す 
ることで業務マネジャーを援助する

•	 一般的に有用とされるフレー 
ムワーク(たとえばCOSO)に 
基づいた適切なリスク・マネジ 
メント・システムを実行する 

•	 財務リスクのリスク・マネジメン 
ト戦略を提案する(たとえば，投
資の分散およびヘッジ，オプ 
ション，その他のデリバティブ) 

•	 PEST(政治，経済，社会，技術) 
分析のようなツールを用いて環
境の調査を行う 

•	 競争の状況に関するリスクを 
評価する 

•	 規制当局から要求されるリス 
ク・コミュニケーションの準備を
する 

•	 競争および評判／ブランドを 
含む戦略的リスクを分析する 

•	 顕在化しつつあるリスクの先 
行／初期指標を提供する測 
定規準を開発して報告する

•	 戦略的リスク緩和策およびリ 
スク対応戦略(たとえば，競争 
リスク，技術リスク)を開発して 
推奨する 

•	 組織全体にわたる戦略計画お 
よびガバナンスに対してERM 
を実行する 

•	 大きな影響があり発生確率の高
いシナリオへの対応策策定をに
ついてリーダーの役割を果たす 

•	 環境リスク，社会リスク，および 
ガバナンス・リスクを分析し，緩 
和戦略を実行する
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EXPERTSKILLEDAPPLIED
KNOWLEDGE

BASIC
KNOWLEDGE

LIMITED 
KNOWLEDGE

予算管理および予測の実施
組織の戦略目標に整合した財務計画を策定するため，財務的および業務的必要資源を算出する

•	 予算管理および予測の実行 
に関する経験が限られている 

•	 予算および予測を支援する 
データ収集あるいはデータ・エ 
ントリーを実行する

•	 基礎的な予測の実行および予算
管理プロセス，目的や利用を理 
解している 

•	 移動平均や外挿法といった測 
の基礎的ツールおよび技術用
いる 

•	 限定されたパラメータの範囲内
で，業務を支援するために短期
売上高，キャッシュ・フロー，必
要在庫その他の財務データを見
積もる 

•	 歴史的な収益および費用を分析
して，季節的なパターンを見出し
年間の必要量を予想する 

•	 予算編成プロセスの一部と 
して固定的／変動的業務お 
よび財務の関係性を分析する

•	 種々の資源と包括的な財務予測
あるいは業務予測から得られる 
必要量との関係を認識して分析
する 

•	 複数の源泉から得られたデータ 
を統合して説明する 

•	 成長のためのアクション・プランお
よび最適化を支援するために必
要資本額を予測する 

•	 複数の予算制約線間の関係性を
示して理解し，適切な計画の策定
を行う(たとえば，売上高が上昇し
た場合，販売手数料も上昇する) 
 

•	 各部門によって行われた仮定を
検証する 

•	 小・中規模組織あるいは大規模 
組織の部門や事業部の目標を支
援するために総合予算を編成す 
る 

•	 予想損益計算書，予想貸借対照 
表および予想キャッシュ・フロー計
算書を準備する 

•	 予算化された活動水準に関する 
キャパシティの制約を評価する

•	 感度分析を用いて不確実性下 
の環境における予測を行う 

•	 回帰分析，指数平滑法および 
信頼係数などの統計的手法を
使用する 

•	 顧客の行動をパターン化し予 
測するために，外部の情報源 
からのデータを分析して統合 
する 

•	 データ分析法およびデータ・マイ
ニング技術を用いて大量データ
を探索することによって，重要 
かつ適切な傾向を見出し，それ 
により予測の正確性を高める 

•	 適切な予算編成の方法論を提 
案して(たとえば，変動予算， 
連続予算，ローリング予算，ゼ 
ロベース予算)，所与の事業環 
境に用いる 

•	 予算管理システムを戦略計 
画策定プロセスと結びつける 

•	 各部門からの情報を統合 
する

•	 先進的な統計技術を使用して不
確実な将来における長期分析を
実行する 

•	 企業内部および外部の専門機 
関の情報源から得られた情報を
組み込み，先進的な財務モデリ 
ングの技術を使い，複数のメン 
バーやチームで予測業務を行う 

•	 複雑な予測および予算を 
他者に伝える 

•	 先進的なソフトウェア・ツールを
用いて複雑な組織の複数のビジ
ネス・ユニットをまたいだ予算お
よび財務計画策定のプロセスを
設計する場合，リーダーの役割
を果たす
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EXPERTSKILLEDAPPLIED
KNOWLEDGE

BASIC
KNOWLEDGE

LIMITED 
KNOWLEDGE

コーポレート・ファイナンス
企業の短期および長期の資金の必要性を管理する

•	 コーポレート・ファイナ 
ンスに関する知識は 限 
定的である

•	 組織の資金流動性を管理する 
ことに関連する概念について理
解している 

•	 基礎的な金融商品について理 
解している 

•	 短期と長期の資金の必要性を 
区別する

•	 財務投資の業績を測定する 

•	 金融商品のバリュエーション 
を計算できる 

•	 キャッシュの必要額を予測し， 
売掛金の回収可能性を分析し，
短期キャッシュの投資を実行 
する 

•	 財務制限条項および流動 
性のレベルを考慮して財 
務比率を計算できる

•	 具体的な財務戦略(たとえば， 
資金調達源泉，短期あるいは 
長期の余裕資金の活用)を評 
価および／または実行できる 

•	 資本調達の代替的手段(たとえ
ば，普通株，社債，優先株，ファ 
クタリング，ベンチャー・キャピタ
ル)を分析できる 

•	 運転資本の方針(たとえば，現 
金，買掛金，売掛金，在庫の 
管理)を作成して実行する 

•	 財務制限条項の持つコンプラ 
イアンスを確実にする 

•	 短期および長期の財務計画の 
支援を確実にし，戦略計画と整
合させる

•	 以前からあるものまたは新し 
い金融商品を広く考慮して，複 
雑な環境において適切な資金 
調達を提案する 

•	 銀行およびその他の資金提供 
者(たとえば，投資銀行ベン 
チャー・キャピタリスト)との関 
係性を維持する 

•	 複雑な状況 (たとえば，多国 
籍企業や，複数の部門や子会 
社を持つ企業)における運転 
資本管理の方針を策定する 

•	 配当政策や自己株買入計画 
を提案する
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EXPERTSKILLEDAPPLIED
KNOWLEDGE

BASIC
KNOWLEDGE

LIMITED 
KNOWLEDGE

業績管理
業績管理システムを設計し，実施した戦略的・戦術的アクション・プランが成功したかどうかを評価し，必要に応じて修正アクションを提案する

•	 業績管理に関する経験は限 
られている

•	 戦略実行のための業績管理プ 
ロセス（たとえば，業績目標達 
成，インセンティブ，法令遵守） 
の目的を理解している 

•	 単一および／または簡単な案 
件の差異分析を行う 

•	 組織の戦略に整合した，以前 
から使っている業績評価尺度を
計算する 

•	 既存の方法に従って振替価格 
(移転価格)　を計算する

•	 包括的な差異分析を行い， 
業績差異のドライバーを見 
つける 

•	 税務的な重要性だけでなく， 
振替価格(移転価格)のビジネ 
ス・ユニットの業績に対する影 
響を分析する

•	 全社的な戦略目標設定プロセ 
スに整合した業績測定プロセ 
スを開発して実行する 

•	 有用でタイムリーな経営情報 
を提供するために，業績管理 
および財務報告プロセスを最 
適化する　(たとえば，KPI，バ 
ランスト・スコアカード,ダッシュ 
ボードの利用) 

•	 業績測定システムの頑健性， 
信頼性および厳密性を評価する 

•	 差異分析を実行可能な洞察 
へと変換する 

•	 組織の業績を最適化するた 
めに振替価格(移転価格)戦 
略を開発する

•	 複雑な環境において有効な 
業績管理システムを定義し 
て伝達する(たとえば，上場 
企業，グローバル，複数法 
人，複雑な法人構造) 

•	 業績測定プロセス，報酬プログ 
ラム，および両システムが組織 
の価値創造モデルと密接に整 
合しており，取締役会の意思決 
定の役割を支援する 

•	 業績管理システムから得られ 
た洞察を有効な組織変革に活
用する



IMA 管理会計コンピテンシーフレームワーク

報告とコントロール
このコンピテンシーは，適切な基準あるいは規制に従って

組織の業績を測定し報告するために求められる。
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EXPERTSKILLEDAPPLIED
KNOWLEDGE

BASIC
KNOWLEDGE

LIMITED 
KNOWLEDGE

内部統制
データセキュリティを担保し，組織の資産を保全し，法令や報告義務を遵守するための手続およびプロセスを実行する

•	 内部統制について知識が限ら 
れている

•	 財務報告，法令遵守，業務執行 
に用いられる内部統制の目的 
を理解している 

•	 基本的な内部統制を認識してい 
る（たとえば，職務分掌，資産管 
理(資産の実査)，監査証跡，承 
認権限設定など）

•	 様々な会計計上の手続およ 
びコントロールを通して総勘 
定元帳と補助元帳が正確で 
あることを確認する 

•	 経営者の指示に基づき，内 
部統制システムを実行し検 
証する 

•	 SOX法（2002年）などの適 
切な政策および手続を遵守 
する体制を整える 

•	 法令遵守，業務監査，会計監 
査等の内部監査報告書を作成
する

•	 COSO（トレッドウェイ委員会組 
織委員会）等のフレームワーク 
を利用して内部統制リスク・ア 
セスメントを実行する 

•	 組織の具体的なリスクに対応す
る効果的な内部統制システム 
(テクノロジー・コントロールを含
む)を設計する 

•	 リスク管理および内部統制プロ
セスが効果的に実行されている
ことを適切にモニターするプロ 
セスを構築し，必要に応じて改
善・修正する 

•	 組織の内部監査計画を作成する

•	 財務報告および非財務報告を通
して，経営者とそれ以外のステー
クホルダーに対して，内部統制に
ついて保証する(たとえば，SOX
遵守) 

•	 複雑な環境（上場企業，グ 
ローバル企業，複数法人，複 
雑な企業構造など）のもとで 
も適切な内部統制を設計し， 
実行する 

•	 ERM（企業リスク・マネジメントシ
ステムと内部統制を統合する
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EXPERTSKILLEDAPPLIED
KNOWLEDGE

BASIC
KNOWLEDGE

LIMITED 
KNOWLEDGE

経理・記帳業務
財務会計スキルを財務取引および残高の記帳ならびに分析に活用する

•	 特定の機能（たとえば，売 
掛金，買掛金，給与関連） 
に関する知識が限られて 
いる

•	 帳簿記帳，見越・繰延，業務 
的会計業務を実行する 

•	 財務諸表の作成および 
／または監査のための 
勘定科目の照合確認お 
よびスケジュールの準備 
をする

•	 特別勘定(たとえば，繰延 
税金資産・負債)を分析し， 
関連する記帳を行う 

•	 内部監査・外部監査の要求 
に対応してチェックリストや 
スケジュールなどの提供を 
する

•	 会計業務の効率性と効果を 
評価し，改善提案をする 

•	 複雑な財務取引を分析し，会 
計基準に基づいて適切に記 
帳されていることを確認する 

•	 財務諸表に与える潜在的 
な影響を測定するために， 
提案された取引を分析する

•	 複雑または高度な会計知識を 
必要とする記帳手続（たとえば，
デリバティブや為替ヘッジ取引
など）を適切に設計することが
できる 

•	 多種多様な事業セグメントや業
種の連結などを含む，多国籍企
業の記帳手続を適切に設計する
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EXPERTSKILLEDAPPLIED
KNOWLEDGE

BASIC
KNOWLEDGE

LIMITED 
KNOWLEDGE

原価計算
組織内で発生した原価を適切にとりまとめて記帳・分析して財務諸表に反映する

•	 原価計算に関する概念と方 
法に関して経験が限られている

•	 基本的な原価分類（たとえ 
ば，固定費，変動費，直接 
費，間接費)を認識し財務 
報告や在庫評価にどのよ 
うに利用するかを理解して 
いる 

•	 基本的な製品やサービス 
の原価計算をする 

•	 原価集計プロセスを調整す 
る

•	 会計基準に従い効果的な方 
法およびその企業が属する産 
業分野の実務を用いて原価 
計算を実行する 

•	 経営陣に対して，原価報 
告書および差異分析など 
を提供する 

•	 全部原価計算と直接原価計算 
の違いを理解している 

•	 連産品および原価と副産物の 
原価を計算する

•	 自社の属する産業に適した 
原価計算のプロセスやシステ 
ムを実行する 

•	 外部財務報告が要求する目的 
を満たすため，適切な原価計 
算のアプローチを提案する

•	 原価計算の方法によって影 
響を受ける，事業上重大な意 
思決定が財務諸表に与える 
影響を推定し分析する 

•	 意思決定支援のための管 
理会計上の原価計算と，外 
部財務報告のための原価 
計算を調和させ，その相違 
を説明する



IMA MANAGEMENT ACCOUNTING COMPETENCY FRAMEWORK      戦略，計画立案および業績 Copyright © 2022 IMA (Institute of Management Accountants). All rights reserved. 22

EXPERTSKILLEDAPPLIED
KNOWLEDGE

BASIC
KNOWLEDGE

LIMITED 
KNOWLEDGE

財務諸表作成
財務会計の知識を持ち，内部・外部のステークホルダーに対して必要な財務諸表を作成することができる

•	 財務諸表の作成に関する経験 
が限られている

•	 基本的な財務諸表について， 
作成の目的，要素などを認 
識している 

•	 米国GAAP（一般的に公正妥 
当と認められた会計原則）， 
IFRS(国際財務報告基準），お 
よび／またはその国特有の会 
計報告フレームワークの基本 
を理解している

•	 より高度な財務会計の基準（た 
とえばリース，年金会計，繰延 
税金など）の知識を適用できる 

•	 適切な会計処理を調査し，提案 
して適用する 

•	 内部利害関係者と外部利害 
関係者の両方に向けて，基本 
的な財務諸表を作成する 

•	 財務諸表の包括的な注記を作
成する

•	 会計基準の変更が財務諸 
表にどのような影響を及ぼ 
すかを分析する 

•	 上場会社の「経営者による財政 
状態および経営成績に関する説
明と分析」を作成することができ
る，未上場会社についても同等 
のものを作成する 

•	 財務報告において，適用 
を受けるすべての法的規 
制に遵守していることを確 
保する 

•	 会計決算業務において継 
続的に質とスピードの改善 
を効率よく実施する

•	 複雑な財務諸表を作成する 

•	 IFRSおよび米国GAAPなど， 
種々の会計基準を用いて作成さ
れた財務諸表を調和する 

•	 四半期ごと，年度ごとに規制上 
適切な提出物を作成する
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EXPERTSKILLEDAPPLIED
KNOWLEDGE

BASIC
KNOWLEDGE

LIMITED 
KNOWLEDGE

財務諸表分析
企業の財務諸表を分析してその業績を評価する

•	 基本的な財務諸表について知 
識が限られている

•	 基本的な財務諸表間の関係 
に関する知識を有している 

•	 財務比率の計算をする

•	 財務諸表とその数値を分析し 
て，意思決定を導く 

•	 財務比率の意味を説明する 

•	 報告基準の変更および会計 
処理方法の変更が，財務諸 
表にどのような影響を与える 
のかを分析する 

•	 融資の契約条項を分析し，指 
示に応じて報告する 

•	 百分率財務諸表を用いて，２社 
の財務諸表の比較や，ある企 
業の財務諸表と業界平均との 
比較などを実施する 

•	 多期間の財務諸表を比較して 
傾向分析をする

•	 その企業の財務状況に応じて， 
分析に必要な財務比率やその 
他の業績指標のシステムを設 
計する 

•	 外貨取引処理を含む，海外事業 
が財務成果に与える影響を分析
する 

•	 マクロ経済，社会，政治および 
環境が，組織の財務成果に与 
える影響を分析する 

•	 組織内のさまざまな財務諸 
表比率の比較を調整し，統 
合する 

•	 ビジネス・ユニットの傾向分析， 
企業間の傾向分析を行い，説 
明する

•	 M&Aや事業売却等の複雑な会 
計取引が財務比率にどのよう 
な影響を与えるかを分析する 

•	 競合他社，顧客，供給業者の財 
務諸表を分析し，計画立案や予 
測のプロセスに反映させる
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EXPERTSKILLEDAPPLIED
KNOWLEDGE

BASIC
KNOWLEDGE

LIMITED 
KNOWLEDGE

タックス・コンプライアンスと税務計画
税務申告を正確かつ期限内に行うための手続とプロセス，さらには効果的な税務戦略を実行する

•	 税の法令遵守および租税 
戦略に関する経験が限ら 
れている

•	 事業によって生じる税額に 
関する概念およびルールに 
ついて理解している 

•	 財務会計と税務会計の違 
いについて理解している

•	 必要なデータを集めて税務 
申告書を作成し，様々な申告 
書の関係性を理解している 

•	 税務申告書作成に必要な 
会計記録システムが税務 
報告を支援し，組織の税務 
環境を反映するようにする

•	 正確かつ期限内に税務申告 
する 

•	 代替的な事業の意思決定にお 
ける税務がどのような影響を与
えるかを分析する 

•	 事業の意思決定において税務の
観点からアドバイスを提供する 

•	 税務調査官の要求する情報 
提供を管理する 

•	 国際税務の課題について 
調査したりアドバイスする 

•	 企業の法人税を最小化し，　 
法令遵守ができるよう，適切 
なポリシーや手続きを作成し 
実行する

•	 複数の国や産業分野にお 
いて，適切な税務責任を管 
理する 

•	 多国籍企業において税務 
戦略を策定する 

•	 税法改定にあたり，自社への 
影響やリスクを評価して，それ 
を回避・最小化する提案をする 

•	 キャッシュフローを改善する 
効果のある税務戦略を利用 
する 

•	 複雑な組織において税 
務戦略および計画の指 
導者となる 

•	 複雑な状況において，税務 
負担を決定するために， 
その国の税法の枠組みの 
中で税務当局と協働する
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EXPERTSKILLEDAPPLIED
KNOWLEDGE

BASIC
KNOWLEDGE

LIMITED 
KNOWLEDGE

統合報告
企業の今後の価値創造についての方針と戦略について，すべてのステークホルダーと社会に対して，財務・非財務の両方の情報を報告する

•	 統合報告に関する経 
験が限られている

•	 サステナビリティ・レポートの要 
素について理解している 

•	 種々の資本，たとえば財務資 
本，製造資本，知的資本，人的 
資本，社会・関係資本および自 
然資本などの異なる形式の資 
本を測定するためデータを収 
集し要約する

•	 財務資本の提供者，規制当局 
およびその他のステークホル 
ダーに対して，それぞれの情 
報ニーズに合わせた報告書を 
作成する 

•	 システムズ・アプローチを用い 
て統合報告を実施し，障害が 
あればそれを認識する 

•	 言及しようとしている資本につい
て，今後，効率よく情報を集 
めることができるようにシステ 
ムを設計する

•	 異なる形式の資本およびその 
他の価値に関連したフレーム 
ワークに基づいた，業績の先 
行および事後指標についてバ 
ランスのとれたセットを開発す 
る 

•	 多様な視点を認識し，重要な 
財務および非財務の持続可 
能性に関する尺度を組み入 
れて，組織が創出する価値を 
示す報告書を設計する 

•	 様々な資本間の関係性を評価 
し，報告に反映する 

•	 統合報告書が，関連性，完全 
性，信頼性，中立性，分かり 
やすさ，などの適切な基準を 
満たして作成されていること 
を確認する

•	 異なる形式の資本について組 
織が統合戦略を策定し説明す 
る 

•	 従業員，顧客，供給業者，事業 
のパートナー，地域社会，政府， 
規制当局政策立案者等，すべ 
てのステークホルダーにとって 
有用であり，将来を意識した統 
合報告書作成の指導者となる



IMA 管理会計コンピテンシーフレームワーク

ビジネスの洞察力および 業務知識 
このコンピテンシーは，組織全般の業務変革において，機能横断

的なビジネス・パートナーとして貢献するために求められる。
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EXPERTSKILLEDAPPLIED
KNOWLEDGE

BASIC
KNOWLEDGE

LIMITED 
KNOWLEDGE

業界特有の知識 
業界特有のダイナミクスや事業の成功をもたらすドライバーを理解し，習得する。

•	 企業が属する業界に関す 
る知識が限られている

•	 仕事からの限られた経験や業 
界に関する報道に基づく範囲で，
業界に関する知識を有している

•	 サプライチェーンを評価し，特定
のベンダーや顧客のリスクを認
識する 

•	 業界の発展のペースに合わせ 
て前向きに取り組む 

•	 競合企業の活動をモニタリン 
グする 

•	 業界における競争に関する情 
報をどこで取得できるかを認識
している 

•	 競合企業の財務比率分析を実
施する

•	 企業の直面するリスクに関する 
外部利害関係者への報告（たと
えば，アニュアル・レポートに含 
まれる「マネジメントによる議論
と分析の部」）を作成する 

•	 顧客企業，競合企業，サプライ
ヤーのアニュアル・レポートを分
析する 

•	 競合企業間の競争状況を含む，
業界の競争構造を分析する 

•	 業界に特有な会計や税務に必 
要とされる事項を習得する

•	 バリューチェーン，競争，規制およ
び顧客の視点などに関する 
業界特有の問題に，専門家とし 
て取り組む 

•	 業界が直面する課題に関する 
専門家として講演および／また
はアドバイスを行う 

•	 企業の競争優位を強化し，企業
価値創造の新しい基盤を見つ 
けるために戦略を公式化する 

•	 組織内の競争分析を担当する 
チームにおいてリーダーの役割
を果たす 

•	 組織の戦略上のリスク（例えば，
現時点の戦略が市場環境や業
界の状況に合致しているか）を
評価する
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EXPERTSKILLEDAPPLIED
KNOWLEDGE

BASIC
KNOWLEDGE

LIMITED 
KNOWLEDGE

業務知識
経理部門およびファイナンス部門の役割の枠を越えて，事業部門に対して価値あるビジネス・パートナーとして貢献する。

•	 経理部門およびファイナンス部 
門の役割の枠を越えた業務に 
対する関与が限られている

•	 組織内部における情報やモノの
流れを理解している

•	 購買，原材料管理，製造，研 
究，マーケティング，IT，人事， 
法務，設備管理，顧客サービ 
スなどの他の職能部門と密接 
に働き，複数の事業部門と部 
門の枠を越えて協働する 

•	 ファイナンス部門の枠を越えて，
事業部門の課題について解決 
策の策定に参加する

•	 複数の事業部門をまたいだ変革 
を遂行するために，ビジネス 
パートナーとして機能横断的 
チームで働く 

•	 担当職務の計画的変更および 
／または機能横断的プロジェクト
に参画した経験から，業務知識 
を得る

•	 担当職務の計画的変更や過去に
経験したキャリアから得た経験の
結果として，製造，生産，物流，あ
るいはサービス提供に関する専
門家として働く 

•	 企業のバリューチェーン全体 
の業績を最適化するために， 
独創的な解決策を提案する 

•	 ビジネス・パートナーとして貢献
亜する。他のチームや異なる事 
業部門からビジネス・パート 
ナーとして受け入れられ，豊富
な業務知識を有していると認め
られる
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EXPERTSKILLEDAPPLIED
KNOWLEDGE

BASIC
KNOWLEDGE

LIMITED 
KNOWLEDGE

品質管理および継続的改善
品質管理および継続的改善に関するツールと技術を効果的に活用する。

•	 品質管理やおよび／または 
継続的改善に関する手法に 
ついての知識が限られてい 
る

•	 品質改善に関するツール 
（たとえば，プロセス・マッピ 
ング，カイゼン，フィッシュ・ 
ボーン（（魚の骨））ダイアグ 
ラム）)を認識している 

•	 品質に関する指標の傾向 
分析を行う

•	 品質改善の手法（例えば，リーン，
シックスシグマ，総合的品質管理
(TQM））に関して理解している 

•	 品質コストを計算し，改善へ 
の取り組みから得られる期待 
節約額を計算する 

•	 ファイナンス部門／経理部門にお
ける業務を改善するために，品質
管理のための道具ツールや手法を
使用する 

•	 企業内の業務品質改善を担当 
するチームにおいて，ファイナン 
ス部門／経理部門を代表する

•	 機能横断的および部門横 
断的品質改善への取り組 
みのリーダーの役割を果た 
す 

•	 機能横断的業務を改善する 
ために，品質管理に関する 
ツールや手法を使用する 

•	 シックスシグマのような品質管
理の手法を少なくとも一つ習得
している

•	 サプライ・チェーンにおける 
パートナーの業務を最適化す 
るために，品質管理に関する 
ツールや手法を使用する 

•	 複数の複雑な品質管理に 
関するプロジェクトに，専門 
家ならびにリーダーおよび 
スポンサーとして参画する 

•	 業務を最適化するために，バ 
リューチェーンの繋がりをマッ 
ピングし，分析する作業にお 
いてリーダーの役割を果たす
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EXPERTSKILLEDAPPLIED
KNOWLEDGE

BASIC
KNOWLEDGE

LIMITED 
KNOWLEDGE

プロジェクト・マネジメント
大きな事業やイベントを実施遂行するために，人的資源及および財務的資源を計画し，配置する。

•	 公式のプロジェクト管理ツー 
ルについての知識が限られ 
ている

•	 基本的なプロジェクト管理に 
関するツール（たとえば，タ 
イムライン，チェックリストや 
マイルストーン）について理 
解している

•	 プロジェクト管理のツール（例え
ば，ガントチャートやクリティカル
パス）や手法（たとえば，ウォー 
ターフォール開発，アジャイル開
発，スクラム開発）を使用してい 
るチームに参加する

•	 必要な資源のスケジュール管 
理など，プロジェクト管理に関す
るツールを使用する複数のプロ
ジェクトにおいてリーダーの役 
割を果たす

•	 プロジェクト管理に関する 
ツールを使用した大規模予算 
のプロジェクトを，複数，同時 
に率いる 

•	 組織に正式なプロジェクト管 
理手法の採用を働きかける 
プロジェクト・マネジメントに 
関する専門家の文化を根付 
かせる



IMA 管理会計コンピテンシーフレームワーク

テクノロジーおよびデータ分析法
このコンピテンシーは，組織の成功可能性を高めるために，テクノ

ロジーを管理し，データを分析するために求められる。
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EXPERTSKILLEDAPPLIED
KNOWLEDGE

BASIC
KNOWLEDGE

LIMITED 
KNOWLEDGE

情報システム
テクノロジーを用いて，業務プロセスおよび財務プロセスを効果的に支援し，問題を解決し，データを分析し，パフォーマンスを向上させる

•	 データ入力以外のデータ 
や情報システムに関する 
経験は限られている

•	 財務システムのシングル・モ 
ジュールに関連するプロセス 
を理解している（たとえば， 
ERPシステムにおける買掛 
金モジュール） 

•	 基本的なハードウェアおよび 
ソフトウェアツールを使用す 
る能力がある 

•	 種々のデータ（構造化/非構造 
化データ，数値データ，テキスト
データ，センサーデータなど）を
識別する 

•	 適切な情報源から得られ 
る情報を用いて，基礎的な 
ビジネス・プロセス（在庫管 
理など）のフローチャートを 
作成する 

•	 新しい技術の適用可能性を理 
解している（たとえば，クラウド， 
ブロックチェーン，RPA，AI）

•	 総勘定元帳モジュール（たとえ 
ば，勘定科目表，仕訳帳，試 
算表）を管理する 

•	 他のモジュールから財務シ 
ステムにデータをいつどの 
ようにインポートするかを管 
理し統制する 

•	 IT部門と緊密に連携し， 
ビジネス上の問題に対す 
る解決策を実行し，機会 
を最大化する 

•	 情報システム設計のため 
のビジネス要件を定義し， 
文書化する 

•	 リレーショナル・データベース 
の要素を理解している 

•	 プライマリ/セカンダリ・キーなど，
リレーショナル・データベースの 
概念を活用し設計報告書を作 
成する 

•	 リレーショナル・データ 
ベースの一覧表を作成 
する

•	 ERPのワークフロー，マルチレ 
ベルでの勘定科目チャートおよ 
び適切な財務コントロールのた 
めのシステムインテグレーショ 
ンを設計する 

•	 財務プロセスを改善するため 
に，新しい技術の実装を管理 
する 

•	 企業全体のシステム内でマルチモ 
ジュールを利用する方法について， 
他のメンバーを活用し教育する（た 
とえば，資材所要量計画（MRP） 
，購買，倉庫管理，顧客関係管理 

（CRM）） 

•	 データソースを特定し，業績管理シ 
ステム内での情報の統合に関する 
受入テストの意義を理解している 

•	 統合システム環境における変更 
の連鎖的な影響を認識して対処 
する 

•	 ソフトウェアツールを用いてデー 
タの収集，検証，報告を自動化 
する 

•	 ビジネスと環境の変化に応じた 
新しいデータ・モデルの設計して 
実装する 

•	 データフローの脆弱性を認識し， 
可能な改善策を提案する

•	 業務および財務の業績を最 
適化するためのシステム構 
造を構築する 

•	 複雑な環境下で，適切な 
ERPシステムを評価，推奨， 
実装する 

•	 組織の至るところで情報にアク 
セスすることができるように， 
データマート（訳注：データウェ 
アハウスの一部）およびデータ 
ウェアハウス（訳注：統合デー 
タベース）を設計する
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EXPERTSKILLEDAPPLIED
KNOWLEDGE

BASIC
KNOWLEDGE

LIMITED 
KNOWLEDGE

データ・ガバナンス
データの利用可能性，実用性，完全性およびセキュリティを確保する

•	 データガバナンスに関する 
知識が限られている 

•	 データ・ライフサイクル（作 
成，保持，ストレージ，陳腐 
化，削除）に関する知識は 
限られている

•	 すべてのデータポリシー，お 
よび文書化された手順に従 
うことによって，健全なデー 
タ・スチュワードシップを実行 
する 

•	 データ・ライフサイクル・プロセ 
スの一環として，データの保持， 
アーカイブ，および廃棄のポリ 
シーを遵守する 

•	 誤ったデータ，低品質のデータ， 
無効なデータ，および/または 
不完全なデータを使用して意 
思決定を行った場合，ビジネ 
スや評判に与える影響を理解
する 

•	 利害関係者のデータに関す 
るセキュリティとプライバシー 
を保護する必要性を理解する 

•	 データセキュリティに関する 
基本原則を理解する

•	 手順内で起こりうるデータエ 
ラー，および弱みについて伝 
達する 

•	 サイバー攻撃を検出し阻止す 
るために，侵入テストおよび脆 
弱性テストのようなコントロー 
ルを行う 

•	 内部統制を支援するための効 
果的な財務システム環境を実 
行する 

•	 COSOおよびCOBIT(Control 
Objectives for  Information and 
Related  Technologies)など， 
データ・ガバナンス・フレームワー
クを理解する 

•	 利害関係者のデータに 
関するプライバシーを保 
護するためのプロセスを 
実行する 

•	 健全なデータ保持， 
アーカイブ，および廃棄 
ポリシーを実行に移す 

•	 不完全なデータ，または不確実 
なデータを特定し修正する

•	 データ周りで起こりうる問題 
を予防し，修正するプロセ 
スを改善する 

•	 セキュリティ・レベルの決定にあ
たり，リスクと重要性のバランス
を取る 

•	 データ管理の戦略を提案するにあ
たり，その費用対効果を計算する 

•	 単体テスト，侵入テスト，受入テス 
ト基準などのデータプロセス検証
とセキュリティテストを使用する 

•	 早期警報システムおよびその他 
のリスク軽減データ戦略を開発
する 

•	 ライフサイクル全体にわたるデー
タ・フローを管理する(たとえば， 
古いデータや新しいけれども不 
完全なデータのリスク) 

•	 機能横断的なチームの一員と 
して参加し，ビジネスニーズを 
満たすために利用可能なテク 
ノロジーとプラットフォームを評
価する

•	 COSOやCOBITなどの確立 
されたフレームワークに準拠 
する形でデータ・ガバナンス・ 
システムを設計し，運用する 

•	 適切なユニットの作成，統合， 
浸透，受け入れテスト基準など，
ガバナンスの実行プロセスを 
設計する 

•	 法律上の要件に従う形で，デー 
タ保持およびストレージプロセス
のポリシーを設定する 

•	 データ・クレンジング・プロ 
セスを自動化する
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EXPERTSKILLEDAPPLIED
KNOWLEDGE

BASIC
KNOWLEDGE

LIMITED 
KNOWLEDGE

データ分析法
洞察を導き，予測を改善し，意思決定を支援するためにデータの抽出，変換，分析を行う

•	 データ分析に関する知識が 
限られている

•	 スプレッドシートを作成し，基 
本的な関数や公式をグラフに 
し，データのフィルタリングや 
ソーティングを行い，データの 
インポートをすることでデータ 
を処理する 

•	 傾向を明らかにするための 
比率や平均値といった基礎 
的な記述統計を算出する 

•	 ビジネスの意思決定にデータ 
を用いることの重要性を理解 
している 

•	 ビジネス・インテリジェンスと 
データ・マイニングの重要性を 
理解している

•	 SQL(Structured Query 
Language)などのツールを用 
いて，データの抽出，変形，ク 
エリーを行う 

•	 情報のニーズを解釈し，デー 
タ分析のためのアクション可 
能なリクエストに変換する 

•	 ビジネスの効率性と効果性 
を評価するために記述的な 
分析を用いる 

•	 ビジネスのアウトカムを予測し，結
果を解釈するために単回帰分析
を用いる 

•	 診断技術を用いて，原因と結 
果を究明し，報告する 

•	 クエリー言語を用いて，個別 
の探索的なデータ分析を行う

•	 専門的な報告ツール（たとえば
XBRL）を活用して結果を解釈す 
る 

•	 他者が利用するために組織的な
テンプレートを設計する 

•	 様々なパターンを明らかにした 
り，洞察を提供したりするため 
に大規模データセットをマイニン
グする 

•	 結果を解釈し，洞察を導き，提 
案を行うために予測分析技術を
用いる 

•	 専門的な統計ソフトウェアおよ
び／またはBIソフトウェアを用 
いて，データセットに統計処理 
を行う 

•	 予測や解決策(prescriptive 
purpose)提示を目的として重回
帰分析を用い，結果を解釈する 

•	 構造化されていないローデータ 
をより分析に適切な形式に変 
換する（たとえば，データラング
リング）

•	 複数のクエリ，スクリプトまたはイ 
ンタープリタ型の言語（たとえば， 
SQL，Python , R）を用いて問題解 
決を実行する 

•	 組織のパフォーマンス（たとえ 
ば，目標の探索）を最適化す 
るために，規範的なモデルを 
構築する 

•	 高度な統計ツールを探索的な 
データ分析（たとえば，クラスター 
分析，時系列分析，モンテカルロ 
解析）のために用いて，パターン 
を明らかにしたり，アウトカムに 
関する洞察を導く
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EXPERTSKILLEDAPPLIED
KNOWLEDGE

BASIC
KNOWLEDGE

LIMITED 
KNOWLEDGE

データの視覚化
主要なパターン，トレンドおよび相関をよりよく説明するために，データを視覚的に表現する

•	 データの視覚化に関する知 
識は限られている

•	 視覚化ツール（たとえば，Excel, 
Tableau）または視覚化のパッ 
ケージを用いて単純な図やグ 
ラフを作成する 

•	 基礎的な視覚化（たとえば，線 
グラフ，棒グラフ，円グラフ，散 
布図）のうち，最も良い結果をも
たらす伝達方法を理解している

•	 複雑な情報によるコミュニ 
ケーションのゆがみを避ける 
ために，表やグラフのデザイ 
ンのベスト・プラクティスを活 
用する 

•	 中級程度の視覚化（たとえば，ヒ 
ストグラム，面グラフ，ヒートマッ 
プ）のうち，最も良い結果をもたら 
す伝達方法を理解している

•	 データ視覚化の選択肢を評価し， 
所期の受手に合った表現方法 
を選択する 

•	 高度な視覚化（たとえば，サン 
キー・ダイアグラム，バブル 
チャート，ネットワーク・ダイアグラ
ム）のうち，最も良い結果をもたら 
す伝達方法を理解している 

•	 適切な視覚化を結びつけたダッ 
シュボードを構築するために，視 
覚化ツールおよび／またはパッ 
ケージを用い，意思決定を加速さ
せる 

•	 複雑なデータ分析を理解可能な 
方法で結果として示すために， 
簡潔なデザイン技術を活用する 

•	 視覚化アプリケーションの高 
度な機能を活用する

•	 高度なデータ視覚化技術を用い
て情報利用者のレベルに合わせ
た上で，複雑な分析を解釈し伝
達する 

•	 ウェブサイトやBIプラットフォーム
と結びつけるために，JavaScript
を用いて視覚化をカスタムする 

•	 実務的，統計的および芸術的側
面すべてでデータ視覚化の専門
家となる



IMA 管理会計コンピテンシーフレームワーク

リーダーシップ
このコンピテンシーは，組織目標の達成に向けて，他者と協働し，

チームを動機付け，チームを啓発するために求められる。
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EXPERTSKILLEDAPPLIED
KNOWLEDGE

BASIC
KNOWLEDGE

LIMITED 
KNOWLEDGE

コミュニケーション・スキル
他者の意見を傾聴する，書く，話す，身振りで示すなどの様々な方法で，他者に自己のアイデアを伝える。

•	 職業専門家としてのコミュ 
ニケーションに関する知 
識，スキル，経験が限ら 
れている

•	 思考，情報，事実を論理的 
に整理し，提示する 

•	 コミュニケーションのきっ 
かけとして言葉を用いたも 
のおよび言葉を用いない 
ものがあり，それぞれの重 
要性を理解している

•	 明確で簡潔な文書でコミュニ 
ケーションを行う 

•	 効果的に聞き，質問し，関心 
事を伝える 

•	 文化的な多様性を有する聴衆 
に対して，コミュニケーションを 
適合させる

•	 他者のコミュニケーションにおけ 
るスタイルの違いを認識し，自身 
のスタイルを適切なものに調節
する 

•	 コミュニケーションの相手に 
対する髙い感受性を持ち，肯 
定的な結果と否定的な結果 
の両方を効果的に伝える 

•	 効果的なプレゼンテーション 
（たとえば，人を引きつけ，人 
をやる気にさせ，簡潔で，周到 
に準備された）を行う 

•	 コミュニケーションの相手が何を 
好むかを考慮の上で，ソーシャル 
メディアなどのテクノロジーをコ 
ミュニケーションの道具として効果
的に使用する 

•	 グローバルレベルでの多様性 
とローカルレベルでの習慣や規 
範を考慮の上で，コミュニケー 
ションのプログラムを設計する

•	 メッセージを最適な形で伝えら 
れるように，コミュニケーション 
のツール，トーンおよびタイミン 
グを活用してコミュニケーション
戦略を策定する 

•	 主要な利害関係者（たとえば， 
スタッフ，取締役，監査人，証券 
アナリスト，メディア関係者）か 
らの難しい質問に対して，説得 
力があり，信頼できる反応をす 
ることにより効果的に答える 

•	 効果的なコミュニケーションを行
い，意見の一致に達するために 
どうするべきかに関して，他者 
をコーチする 

•	 組織内でリーダーシップ・プレ 
ゼンスを展開するために，テク 
ノロジーを活用した道具を上 
手に活用する
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EXPERTSKILLEDAPPLIED
KNOWLEDGE

BASIC
KNOWLEDGE

LIMITED 
KNOWLEDGE

他者を動機付けて啓発する
感情知性，責任感，トップの方向性を打ち出すことを通して，組織の目標を達成するために，他者に影響を与え，他者を動機付け，他者からの支援を得る。

•	 他者を動機付け，発奮させ 
ることに関する知識，スキ 
ルおよび経験が限られて 
いる

•	 動機付けの重要性を理解して
いる

•	 チーム・メンバーの強みと成長 
が必要な点を理解している 

•	 チーム・メンバーに動機付けを 
行う際に，一人一人のスタイル 
や好き・嫌いの違いを認識して
いる 

•	 個々のチーム・メンバーが目標 
を達成し，業績を改善できるよう
に，効果的なアドバイスとフィー 
ドバックを与える 

•	 他者とのコミュニケーションや 
交流において，感情が与える 
影響を考慮する 

•	 職業専門家としての能力を高め，
組織の付加価値を高めるため 
に，自身とチームの職業専門家 
としての知識，スキル，能力を磨
き続けることの重要性を理解し
ている

•	 状況に応じて，適切なリーダー 
シップのスタイルを選び，実行す 
る 

•	 スタッフに前向きなフィード 
バックを適切な形で伝え，チー 
ムや関係者に称賛を伝える 

•	 効果的なチームを作り，チー 
ム・メンバーを動機付けるため 
の革新的な手法を実践する 

•	 他者を導く際に，感情的な反応 
を予期し，効果的に対応する

•	 他者がそれぞれの持つポテン 
シャルを最大限に発揮し，期待 
を上回ることができるように，発 
奮させる 

•	 大変困難な状況を克服す 
るために，企業内の複数の 
チームを動機付ける 

•	 個人やチームをどのように効果的に
動機付けるかに関して，他者をコー
チする 

•	 マネジャーがチームを発奮させ， 
動機付けるよう指導する 

•	 特に，困難な状況において，自 
身で模範を示す
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EXPERTSKILLEDAPPLIED
KNOWLEDGE

BASIC
KNOWLEDGE

LIMITED 
KNOWLEDGE

協働，チームワークおよび顧客との良い関係のマネジメント
良い結果を生み出す信頼関係を構築することを目的として，他者と効果的に協働する。

•	 協働およびやチームワークに 
関する知識，スキルおよび／ 
または経験が限られている

•	 チームのメンバーと敬意に基 
づく一貫したやり方で，コミュ 
ニケーションをとる 

•	 自身の担当箇所に責任を持 
ち，必要に応じて経営資源の 
投入や支援を求めることで， 
チームが業績をあげることに 
貢献する

•	 部門の枠を越えて働き，チー 
ムの目標を達成するために 
個人の責任の範囲を越えて 
貢献する 

•	 他者の意見を傾聴し，協働を奨 
励し，チームのメンバーの意見 
が一致するように働きかける 

•	 チーム・メンバーによるチームへ
の貢献に関して，メンバーに称 
賛を伝える

•	 バリュー・チェーンで繋がっ 
ているパートナーと互恵的 
な関係を築き，良い結果を 
生み出すために協働する 

•	 問題や対立に対処するために， 
他者に対して建設的なフィード 
バックを与えたり援助をする 

•	 良い結果を生み出すために，他 
者と組んで良い機会をつかむ| 

•	 業績管理に関する統合されたア
プローチを奨励し，職能毎のサ 
イロに落ちることを避ける 

•	 企業に成功をもたらす革新的 
な製品，サービスおよび／また 
はプロセスに関して協働する

•	 他の組織と提携する機会を 
検討する際に，企業文化の 
重要性を考える 

•	 イノベーションの機会を認識す 
るために，サイロや既存の事 
業領域の枠を越えて考えると 
きのロールモデルとなる
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EXPERTSKILLEDAPPLIED
KNOWLEDGE

BASIC
KNOWLEDGE

LIMITED 
KNOWLEDGE

変革のためのマネジメント(チェンジ・マネジメント)
目標とするビジョンや目的に向けた変革を通じて，組織，チーム，および個人個人のリーダーとなる。

•	 変革のためのマネジメント 
に関する知識，スキルおよ 
び／または経験が限られ 
ている

•	 継続的改善の重要な要素で 
ある変革の重要性を理解し 
ている 

•	 変革の内容の理解に努 
め，変革を受け入れる

•	 変革のためのプロジェクトに 
参加し，共感と忍耐を持って 
コーチングを行うことにより他 
者が変革を受け入れることを
促す 

•	 適当な程度の緊急性で，変 
革のためのプロジェクトを効 
果的に支援する計画を立案 
する 

•	 変革が必要である理由と変 
革を実現するための計画を 
伝える

•	 変革のためのプロジェクトを 
評価し，実行することにおい 
て，他のリーダーと協働する 

•	 最良の結果を残すために， 
継続的改善を奨励し，ス 
タッフをコーチングする 

•	 変革のためのプロジェクト 
に対する障壁や抵抗を認 
識し，それらを克服する方 
法を探し，コミットメントを得 
る

•	 戦略目標を達成する大きな変 
化の実施を通じて変革のリー 
ダーとなる 

•	 変革のためのビジョンを奨励し，
大きな組織変革プロジェクトを 
効果的に率いる 

•	 イノベーションを志向し，変革を
取り入れる組織文化を創造する 

•	 イノベーションが髙い優先順位 
にあることを明確に位置付け， 
全ての職能部門がこの目的に 
貢献する機会と能力を有してい 
ることを伝える
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EXPERTSKILLEDAPPLIED
KNOWLEDGE

BASIC
KNOWLEDGE

LIMITED 
KNOWLEDGE

コンフリクト（対立）・マネジメント
組織の事業目標を達成し，最高の組織の成果に到達するために，適切な他者に影響を与える技術や道具を活用し，問題を解決する。

•	 コンフリクト・マネジメントに 
関する知識，スキルおよび 
経験が限られている

•	 コンフリクトという現象は不可避
であり，コンフリクトを避けること
では解決に至らないことを理解
している

•	 コンフリクトに対して早急に取り 
組み，適切な解決策を探す 

•	 相互の理解を促進するために， 
他者の反応を予測し，他者の見 
方を考える 

•	 利害関係者の観点，競争におけ
る優先事項および資源の制約な
どコンフリクトの原因と要因を分
析する 

•	 コンフリクトが解決できない場合，
問題を適切なレベルの経営層に
相談する

•	 問題の本質を明らかにするため
の質問をしたり，解決策を模索し
たり，全ての関係者が有する障 
壁を探索することで，困難な状況
に効果的に取り組む 

•	 如才なくはっきりした主張に 
基づいて，テンションを取り除 
くために介入する 

•	 重要な問題に関して，敬意を持っ
て討論を行う 

•	 コンフリクトを解決するための 
技術や道具を開発し，広める 

•	 非常に重要だが困難な対話 
に効果的に取り組む

•	 組織の発展に関する課題やアイ
ディアに関して，熱意のこもった
討論に取り組む 

•	 建設的な対立が継続的改善 
に繋がる文化を創造する
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EXPERTSKILLEDAPPLIED
KNOWLEDGE

BASIC
KNOWLEDGE

LIMITED 
KNOWLEDGE

交渉
組織に最善の結果を残し，交渉相手が受け入れることができる解決策を見つけることを目的として，複数の組織から解決策に関する合意を得る。

•	 交渉に関する知識，スキル 
および経験が限られている

•	 交渉の成功において交渉者 
の間に前向きの関係が存在 
することの重要性を理解して 
いる

•	 関連したデータを使用して明 
確で簡潔な見方を提示する 

•	 交渉において，交渉者間の 
同意に至らない可能性のあ 
る論点を事前に予期する 

•	 交渉に際して，事前に決め 
たプロセスに従う。そうするこ 
とにより，すべてのリスクを 
確認し，それらを低減し，企 
業目標が達成されることを確 
実にする

•	 問題解決のために巧みで創 
造的な手法を利用し，すべて 
の関係者が交渉が良い結果 
になったと感じることができる 
意見の一致を実現する 

•	 多様性や文化の違いが交渉 
に与える影響について理解 
している 

•	 合意の効果が継続することを 
促し，良い結果に繋がるよう 
に，契約条項と関係者の役割 
と責任に関する結論を文書化
する

•	 交渉スキルを通じて，良い結 
果を良いタイミングで実現す 
る 

•	 実績のある交渉者あるいは仲 
裁者として頼りにされる 

•	 組織の利害関係者のそれぞれ 
が交渉の結果に満足できるよ 
うに，すべての関係者から首尾 
一貫した意見の一致を得る 

•	 グローバルな政治的・経済的問
題が国境をまたいだ交渉に与 
える影響に関して理解している
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EXPERTSKILLEDAPPLIED
KNOWLEDGE

BASIC
KNOWLEDGE

LIMITED 
KNOWLEDGE

タレント・マネジメント
強力な全従業員の能力を育成し，高い業績を達成することを目的として，従業員を選抜し，育て，維持し，報酬を与える。

•	 業績管理とタレント・マネジ 
メントに関する知識，スキ 
ルおよび／または経験が 
限られている

•	 自身とチームにとって目標とす 
べきレベルの業績が何かを理 
解している 

•	 チームのダイナミクス，チーム開
発手法，チームの成果の重要 
性を理解している 

•	 組織の成功のために，有能な人
材の選考と継続的な業績管理 
が重要であることを理解してい 
る

•	 チーム・メンバーを効果的にイ 
ンタビューし，選考し，メンバー 
のスキルに責任と役割を合致 
させる 

•	 権限を委譲し，自律心を醸成し， 
チームからのフィードバックを求
める 

•	 チームの素晴らしい業績を 
認識し，良い結果に報酬を 
与える 

•	 チーム・メンバーの年次の業績評
価を行う。フィードバックがメン 
バーにとって年次目標と実績に 
関して意味があるように，関連の 
ある具体的な事例を用いる 

•	 チーム・メンバーのキャリア 
を開発し，スキルのギャップ 
を埋めるために，職業専門 
家としての成長に必要なリ 
ソースに関してアドバイスす 
る

•	 スタッフの採用および維持 
について効果的な実務を 
開発する 

•	 主要な業績指標(KPIs)を，組 
織全体の目標に合致するよう 
に開発する 

•	 チーム・メンバーが自由に 
質問をしたり，自分のアイデ 
アを伝えたりできる，信頼関 
係に基づいた環境を作る 

•	 業績目標を達成するために， 
スタッフをコーチし，育成す 
る 

•	 チームのために，キャリアパ 
スの検討や後継者育成計画 
に取り組む 

•	 チームのマネジャーにそれぞ 
れのチームの業績に関する 
説明責任を負わせる

•	 タレント・マネジメントと多様性の
重要性を理解するよう組織すべ 
てに奨励する 

•	 組織内の主要なポジションに関 
する後継者育成に取り組む 

•	 明確なビジョンと共有されるべき 
価値を伝えることによって，業績を
重視する文化を創造する 

•	 素晴らしいビジネスの成果を達成
するために，チームとして働くこと
の重要性を示すことで，他者を啓
発する 

•	 チーム・メンバーの行動を組織の 
戦略に合致させるために，業績に 
基づいた報酬およびインセンティ
ブ・システムを開発する



IMA 管理会計コンピテンシーフレームワーク

専門家にふさわしい 
倫理観と価値観

このコンピテンシーは，組織目標の達成に向けて，他者と協働し，
チームを動機付け，チームを啓発するために求められる。
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EXPERTSKILLEDAPPLIED
KNOWLEDGE

BASIC
KNOWLEDGE

LIMITED 
KNOWLEDGE

専門家にふさわしい倫理的行動
職場における個人の行動を左右する一連の指導原理に従う

•	 職業基準および組織のポリ 
シーがあることを認識している 

•	 社会的規範，価値観および 
法律に従って倫理的な方法 
で行動する

•	 ビジネスが置かれた環境にお 
いて専門家にふさわしい倫理 
感(たとえば，機密保持，適性， 
高潔性，信頼性)に関する必 
要性を理解している 

•	 IMA Statement of  
Ethical  Professional  
Practice あるいはその他 
の適切な基準にある基準 
や原則と一致した行動を取 
る

•	 組織および／または専門 
家の指針に基づいた責任 
における倫理的なコンフリ 
クトを理解している 

•	 組織のコアバリューの重要 
性および，それがどのように 
倫理的行動を生み出すかを 
認識している

•	 組織内で倫理的行動をとり， 
説明責任を果たす文化を醸 
成する 

•	 企業全体にわたる倫理プ 
ログラムを継続的に改善 
するために，それを設計し， 
実行し，努力する 

•	 組織の倫理コードが，組織 
構成員が直面するであろう 
問題ある状況にどのように 
適用されるのか，アドバイ 
スを与え研修を行う

•	 適切な倫理的気風を組織の 
隅々まで作り上げ維持する際， 
リーダーの役割を果たす 

•	 組織が直面する複雑な倫理 
的コンフリクトに関して，専門 
的知識を提供し，手本となる 

•	 適切な組織のポリシーお 
よび倫理基準を確立し施 
行することで，倫理的な 
サプライ・チェーンを醸成 
する
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EXPERTSKILLEDAPPLIED
KNOWLEDGE

BASIC
KNOWLEDGE

LIMITED 
KNOWLEDGE

非倫理的行動を認識して解決する
職場における倫理的なコンフリクトや誤りを識別し，適切なアクションをとる

•	 職場における非倫理的な行動あ
るいは不正行為を把握している 

•	 信頼できる行動の重要性を理 
解している

•	 利益相反あるいは不正に弱い 
状況のような倫理的コンフリク 
トを認識する 

•	 非倫理的行動が疑われる時 
に，適切な報告実施計画に従 
う

•	 倫理的なジレンマ（たとえば， 
販売目標，インセンティブ報酬， 
交通費・接待費）を含むビジネ 
スの状況を認識して解決する 
のを支援する 

•	 ビジネス環境に，クリティカ 
ル・シンキング，客観的な 
思考, そして専門家として 
の適切な懐疑心を適用す 
る 

•	 倫理的な意思決定に支障をき 
たす文化的規範の違いを認識 
する 

•	 潜在的に存在する倫理的なコン 
フリクトに対して，組織のポリ 
シーおよびIMAのStatement of  
Ethical Professional Practiceを
適用する

•	 組織の倫理ポリシー，不正のトラ 
イアングルの概念，the IMA 
Statement of Ethical   
Professional Practice, および／ 
またはその他の倫理的概念を他 
者に教育する 

•	 複雑な倫理的コンフリクトを解 
消するために，専門家の判断， 
戦略の知識，およびベスト・プ 
ラクティスを適用する 

•	 意図を持つ誤謬を示す場合が 
ある複雑な状況における「危険 
信号」およびリスクを認識する 

•	 倫理的なコンフリクトを解決する 
ために他者を支援する

•	 不正の可能性および倫理的 
コンフリクトを減少する手続を 
設計するために内部統制の 
専門的技術を適用する 

•	 研修，サプライチェーンのコミュニ
ケーション，およびベンダー／カ
スタマー知識を含む倫理および
コンプライアンス・プログラム 
を設計する 

•	 管理会計の専門性および価値を
生み出す倫理感のリーダーとし 
て認知される 

•	 組織内およびサプライチェー 
ンを横断する倫理的行動の 
精神の擁護者として働く
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EXPERTSKILLEDAPPLIED
KNOWLEDGE

BASIC
KNOWLEDGE

LIMITED 
KNOWLEDGE

法的条件および規制条件
高潔さをもって組織の戦略を遂行する。その際，法律，規制および標準を遵守する

•	 組織の法的および規制環境に
従う

•	 法律の要求および公共の利益 
を保護することの関係性に関す 
る必要性を理解する

•	 スタッフに対して法的および規 
制上のコンフリクトを認識する際
の指針を提供する 

•	 精神上および法文上の従業員，
安全，その他のビジネス上の規 
制に従うことを管理する 

•	 産業に特有な法律，規制お 
よび報告上の要請に従うこ 
とを管理する

•	 法律や規制に確実に従う 
ためのプログラム，ポリ 
シーおよび手続を設計して 
実行する 

•	 法律および／または規制がコン
フリクトを起こしたり，あるいはそ
れらが明確でないときに，受託 
者責任に一致した倫理的な意 
思決定を行う

•	 公共の利益を保護する精神(た 
とえば税法，英国贈収賄法，米 
国連邦海外腐敗行為防止法， 
EU一般データ保護規則，マ 
ネーロンダリング／テロ資金供
与防止法)において複雑で矛盾 
することもあるビジネス上の規 
制に従う努力を導く



管理会計の知識とスキルを高めるには、
まずIMAコンピテンシー・フレームワーク

を読む事から始まる。

このフレームワークの基礎は、
国際的な資格であるU.S. CMA(米国公認管理会計士）にあり、その内容はIMAによって、検証されている。

U.S. CMAに関する詳細http://cmaseasia.org/を参照されたい。

お問合せ先：
nmichelskim@imanet.org

米国公認管理会計士協会(IMA)
日本/韓国担当

ニーナ ・ マイケルズ = キム

IMA日本支部については、
japan@imachapter.org

までお問い合わせください。

http://cmaseasia.org

